
 

 

1 
徳
川
史
料
「
披
露
口

ひ
ろ
う
ぐ
ち

」
に
つ
い
て 

 

江
戸
幕
府
の
年
中
行
事
は
大
名
・
諸
士
に
対
す
る
定
例
の
将
軍
拝
謁
日
を
中
心
に 

構
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

年
始
の
三
箇
日 

八 

朔 

＝
八
月
朔
日

つ
い
た
ち

（
一
日
）〔
天
正
一
八
年
、
東
照
公
初
め
て
江
戸
城
に
入
る
〕 

五
節
句 

＝
人
日

じ
ん
じ
つ

〔
正
月
七
日
〕
、
上
巳

じ
ょ
う
し

〔
三
月
三
日
〕
、
端
午

た

ん

ご

〔
五
月
五
日
〕、 

七
夕

た
な
ば
た

〔
七
月
七
日
〕
、
重
陽

ち
ょ
う
よ
う

〔
九
月
九
日
〕 

 

嘉 

祥

か

じ

ょ

う 

＝
六
月
十
六
日
〔
元
亀
三
年
、
東
照
公
三
河
で
難
を
免
れ
た
こ
と
に
よ
る
〕 

 

玄げ
ん 

猪ぢ
ょ 

＝
十
月
初
亥
日 

 

 

月
次

つ
き
な
み

御
礼
＝
毎
月
朔
日

つ
い
た
ち

、
十
五
日
、
二
十
八
日
を
基
本
と
す
る 

こ
の
他
、
相
続
・
叙
任
・
参
勤
交
代
な
ど
の
際
に
も
、
大
名
・
旗
本
ら
の
拝
謁
が 

行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

将
軍
の
面
前
で
大
名
の
名
前
は
ど
の
よ
う
に
披
露
さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
？ 

こ
の
興
味
深
い
問
題
に
答
え
て
く
れ
る
古
文
書
が
東
京
都
公
文
書
館
に
残
さ
れ
て 

い
る
「
披
露

ひ

ろ

う

口ぐ
ち

」
と
い
う
史
料
で
す
。
（
口く

ち

＝
こ
と
ば
） 

 

大
名
ら
が
将
軍
に
拝
謁
す
る
際
に
そ
の
取
り
次
ぎ
に
当
た
り
、
儀
礼
を
円
滑
に
司
っ 

た
の
は
、
「
奏
者
番
」（
読
み
は
、
そ
う
じ
ゃ
ば
ん
／
そ
う
し
ゃ
ば
ん
）

と
い
う
役
職
の
者
で
し 

た
。
こ
の
「
披
露
口
」
は
奏
者
番
に
よ
る
披
露
方
法
の
覚
書
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

将
軍
や
大
名
ら
の
関
係
を
確
認
す
る
大
切
な
儀
礼
の
場
、
そ
れ
は
こ
の
場
を
取
り 

仕
切
る
奏
者
番
に
と
っ
て
失
敗
の
許
さ
れ
な
い
緊
張
の
局
面
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。 

そ
の
た
め
、
読
み
間
違
い
の
な
い
よ
う
、
披
露
の
方
法
、
複
数
の
読
み
方
が
あ
る 

姓
の
確
認
な
ど
が
書
き
留
め
ら
れ
た
の
で
す
。 

 

こ
れ
を
見
る
と
江
戸
城
中
で
大
名
ら
が
ど
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
た
か
、
ど 

の
よ
う
に
発
音
さ
れ
て
い
た
か
が
明
ら
か
に
な
り
ま
す
。 

江
戸
幕
府
の
「
奏
者
番
」
に
つ
い
て 

 

江
戸
幕
府
で
大
名
が
就
任
す
る
役
職
の
一
つ
に
、
「
奏
者
番
」
が
あ
り
ま
す
。「
奏
者
番
」

に
つ
い
て
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
奏
者
番
を
務
め
寺
社
奉
行
（
兼
任
）
・

若
年
寄
・
側
用
人
・
大
坂
城
代
・
京
都
所
司
代
等
を
経
て
老
中
に
昇
る
ケ
ー
ス
も
多
く
、

老
中
を
目
指
す
若
い
エ
リ
ー
ト
大
名
の
登
竜
門
で
し
た
。 

 

奏
者
番
は
比
較
的
小
禄
で
あ
る
が
家
柄
の
き
ち
ん
と
し
た
譜
代
大
名
の
中
か
ら
選
ば
れ
、

定
員
は
当
初
（
慶
長
年
間
）
五
名
で
し
た
が
、
の
ち
二
十
名
か
ら
三
十
名
程
度
に
増
員

さ
れ
、
交
代
制
で
江
戸
城
に
登
城
し
そ
の
役
目
を
務
め
ま
し
た
。
奏
者
番
の
平
均
年
齢

は
三
十
代
前
半
で
す
が
、
常
に
将
軍
近
く
で
仕
事
を
す
る
大
変
重
要
な
、
栄
誉
な
役
職

で
し
た
。
ま
た
、
そ
の
中
で
も
優
秀
な
者
四
名
が
寺
社
奉
行
を
兼
任
し
ま
し
た
。 

 

奏
者
番
の
職
務
と
し
て
は
、
江
戸
城
内
で
の
武
家
の
礼
式
の
進
行
の
一
切
を
司
る 

①
将
軍
に
諸
大
名
等
が
拝
謁
す
る
時
の
名
前
（
※
注
）
の
読
み
上
げ 

②
諸
大
名
か
ら
の
献
上
品
の
披
露
、
ま
た
将
軍
か
ら
の
下
賜
品
の
伝
達 

③
祝
賀
・
拝
賀
の
時
、
将
軍
の
代
わ
り
に
礼
を
受
け
る 

④
将
軍
の
仏
事
や
御
三
家
の
法
会
の
代
参 

⑤
江
戸
城
で
大
名
が
元
服
す
る
時
、
将
軍
の
前
で
の
礼
儀
作
法
の
指
導 

等
。 

 

※
国
主
ク
ラ
ス
の
大
名
の
場
合
は
老
中
が
読
み
上
げ
る
等
、
分
担
が
あ
り
ま
し
た
。 

※
拝
謁
者
の
名
前
は
①
「
苗
字
」
＋
②
「
名
」（
国
名
、
ま
た
は
百
官
名

ひ
ゃ
っ
か
ん
な

〔
＝
中
務

な
か
つ
か
さ

・ 

民
部
・
左
衛
門
・
内
蔵

く

ら

・
主
税

ち

か

ら

等
官
職
名
を
と
っ
て
つ
け
た
通
称
〕
）
＋
③
「
下
司
」

の
三
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。 

例
え
ば
「
浅
野

あ

さ

の

内
匠

た

く

み

頭か
み

」
で
あ
れ
ば
、
①
「
苗
字
」
に
相
当
す
る
の
が
「
浅
野
」、 

②
「
名
」
に
相
当
す
る
の
が
「
内
匠

た

く

み

」、
③
「
下
司
」
に
相
当
す
る
の
が
「
頭か

み

」。 

ま
た
「
大
岡
越
前
守か

み

」
で
あ
れ
ば
、
①
「
苗
字
」
に
相
当
す
る
の
が
「
大
岡
」、 

②
「
名
」
に
相
当
す
る
の
が
「
越
前
」、
③
「
下
司
」
に
相
当
す
る
の
が
「
守か

み

」。 

 



 

 

2 
史
料 

徳
川
史
料
「
披
露
口
」 

 

（
東
京
都
公
文
書
館
蔵
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

齋
藤
摂
津
守 

①
上 

一 

天
保
二
辛
卯
年
七
月
朔
日
、
米
津

よ
ね
き
づ

伊
勢
守 

 
 

披
露
、
間
部

ま

な

べ

下
総
守
相
勤
候
処
、
苗
字
唱

と
な
え

方 

 
 

の
儀
に
付
、
加
賀
守
殿
被
仰
聞
候
趣
も
有
之
候
間
、 

 
 

一
同
申
談
の
上
、
下
総
守
よ
り
御
内
慮 

 
 

相
伺
候
處
、
都
而

す

べ

て

仕
来

し
き
た
り

の
通
り
可
相
心
得 

 
 

旨
被
仰
聞
候
に
付
、
猶
亦

な
お
ま
た

一
同
談
の
上
、
是
迄 

 
 

御
礼
衆
仕
来

し
き
た
り

の
唱

と
な
え

方
、
自
分
取
調
候
様
に 

 
 

評
決
有
之
候
間
、
先
、
万
石
以
上
の
方 

 
 

出
来
候
付
、
同
十
二
月
十
一
日
自
分
一
名
の 

 
 

廻
章
に
て
相
廻
、
其
餘
の
儀
は
追
て
出
来 

 
 

次
第
相
廻
し
候
積
に
候
、
勿
論
御
内
慮 

 
 

伺
面
等
巨
細

こ

さ

い

の
儀
も
有
之
候
得
共
、 

 
 

是
は
別
に
廻
章
留
に
記
置
候
間 

 

①
下 

 
 

略
之
、

尤
も
っ
と
も

一
統
へ
相
廻
し
候
方
は
只
苗
字 

 
 

而
已

の

み

認
に
て
差
出
候
、
左
に
記
置
候
は
全
く 

 
 

自
分
心
得
ま
で
に
取
調
置
候
事 

 

②
上 

 
 

◯ 

万
石
以
上
披
露
口

ひ
ろ
う
ぐ
ち 

 

一 

月
次

つ
き
な
み

四
品

し

ほ

ん

以
上
名
披
露
、
下
司
不
申
候
、 

 
 

乍
去

さ
り
な
が
ら

、
陸
奥
守
・
摂
津
守

つ

の

か

み

・
紀
伊
守

き

の

か

み

は
下
司 

 
 

附
申
候
、
百
官
名

ひ
ゃ
っ
か
ん
な

も
下
司
不
申
候
、
造
酒
正

み
き
の
か
み 

 
 

市
正

い
ち
の
か
み

は
其
侭
申
候
、 

 
 

 

但
無
官
縫
殿
介

ぬ
い
の
す
け

・
内
蔵
介

く
ら
の
す
け

抔な
ど

も
介す

け

を 

 
 

 

申
候 

一 

御
暇

お
い
と
ま

の
節
は
誰
人
に
て
も
下
司
不
申
候
、 

 
 

苗
字
名
計

ば
か
り 

一 

参
勤
其
外
御
禮
の
面
々
は
苗
字 

 
 

名
下
司
と
も
に
申
候 

一 

節
句
に
罷
出
候
御
禮
衆
披
露
苗
字 

 
 

名
下
司
と
も
に
申
候 

 

②
下 

一 

紀 

伊 

守

キ

ノ

カ

ミ 

一 

摂 

津 

守

ツ

ノ

カ

ミ 

一 

弾
正
大
弼

ダ
ン
ジ
ヤ
ウ
ノ
ダ
イ
ヒ
ツ 

一 

弾
正
少
弼

 
 

 
 

ノ 

セ
ウ
ヒ
ツ 

一 

中
務
大
輔

 
 

 
 

ノ 

タ
ユ
ウ 

一 

民
部
大
輔

 
 

 
 

ノ 
 

 
 

  

一 

宮
内
大
輔

 
 

 
 

ノ 
 

 
 

  

一 

式
部
大
輔

 
 

 
 

ノ 
 

 
 

  

一 

兵
部
大
輔

 
 

 
 

ノ 
 

 
  

一 

大
蔵
大
輔

 
 

 
 

ノ 
 

 
 

  
一 
中
務
少
輔

 
 

 
 

ノ 

セ 

ウ 

一 

民
部
少
輔

 
 

 
 

ノ 
 

 
 

  

一 

宮
内
少
輔

 
 

 
 

ノ 
 

 
 

  



 

 

3 
 

③
上 

一 

式
部
少
輔

 
 

 
 

ノ 
 

 
 

  

一 

兵
部
少
輔

 
 

 
 

ノ 
 

 
 

  

一 

大
蔵
少
輔

 
 

 
 

ノ 
 

 
 

  

 
 

右
之
通
、
惣
て
セ
ウ
と
計ば

か

り
申
之
、
セ
ウ 

 
 

ユ
ウ
と
は
不
申
候
、
尤
大
輔
は
タ
ユ
ウ
と
申
候 

 
 

趣
、
先
格
留
類
に
記
し
有
之
候
所
よ
り
何
故
に 

 
 

セ
ウ
と
計ば

か

り
唱

と
な
え

候
哉や

と
段
々
取
調
候
処
、 

 
 

一
躰
少
輔
は
セ
フ
フ
に
て
フ
の
ヲ
ン
（
音
）
は 

 
 

中
に
こ
も
る
故
に
セ
フ
と
唱

と
な
え

候
、
已
に
京
師

け

い

し 

に
て
は
少
輔

セ

フ

と
唱

と
な
え

候
、
大
輔

タ

イ

フ

を
通
俗
イ
を
フ
に 

 
 

加
え
大
輔
と
云
、
其
の
大
輔

タ

イ

フ

に
習
て
少
輔

セ
ウ
イ
フ 

 
 

と
申
来
候
間
、
為
念
右
之
趣
此
處
に 

 
 

記
置
候
事 

           

③
下 

一 

左
兵
衛
督

サ
ヒ
ヤ
ウ
ヱ
ノ
カ
ミ 

 
 

督
何
々
ガ
ミ 

一 

内 

膳 

正

 
 

 

ノ

カ

ミ 

一 

主 

水 

正

 
 

 
 

ノ
カ
ミ 

一 

采 

女 

正

 
 

 

ノ

カ

ミ 

一 

主 

膳 

正

 
 

 

ノ

カ

ミ 

一 

造 

酒 

正

 
 

 

ノ

カ

ミ 

一 

市

 
 

ノ  

正
カ

ミ 

一 

弾 

正 

忠

ダ
ン
シ
ヤ
ウ
ノ
テ
ウ 

一 

左
衛
門
尉

サ
ヱ
モ
ン
ノ
シ
ヤ
ウ 

 
 

堀
田
豊
前
殿
留
書
大
和
殿
写
に
は
、
ジ
と
有
之 

一 

左
衛
門
佐

 
 

 
 

ノ
ス
ケ 

 

一 

左
近
将
監

 
 

 

ノ 
 

 

 

一 

右
近
将
監

 
 

 

ノ 
 

 

 

一 

主 

税 

頭

 
 

 

ノ

カ

ミ 

          



 

 

4 
④
上 

一 
東 

市 

正

ト
ウ 

 

ノ
カ
ミ 

 
 

 
但
天
保
十
五
（
年
）
四
月
廿
五
日
、
當
番
方
淡
路
守
殿
よ
り 

 
 

 

東
市
正
披
露
儀
先
例
無
之
に
付
、
伊
勢
守
殿
へ 

 
 

 

以
友
阿
弥
相
伺
候
処
、
東
市
正
と
可
致
披
露
旨
廻 

 
 

 

状
追
而
に
申
来 

   

一 

三ミ 

宅ヤ
ケ 

一 

松マ
ツ 

浦ラ 

一 

山ヤ
マ 

内ウ
チ 

一 

増マ
シ 

山ヤ
マ 

一 

安ア 

部ベ 

一 

米ヨ
ネ 

倉グ
ラ 

一 

米ヨ
ネ 

津キ
ヅ 

 
 

一 

朽ク
ツ 

木キ 

一 

建タ
ケ 

部ベ 
 

 

一 

嶋シ
マ 

津ヅ

 

一 

大
監
物 

監
物
と
計

申

候

事  
 

水
野
越
前
守
殿
家
に
て
正
徳 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

元
（
年
）
十
二
月
廿
二
日
若
年
寄
、
同
四
（
年
）
九 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

月
六
日
所
司
代
、
享
和
二
（
年
）
九
月
廿
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

老
衆 

 
 

 
 

 

ト
保
ト
モ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

右
は
自
分
為
見
合
記
し
置 

   

④
下 

正
徳
二
辰
年
四
月
十
四
日
水
野
監
物
大 

監
物
と
御
改
被
仰
出
候
節
、
常
不
相
唱 

 
 

候
得
共
、
為
心
得
被
仰
聞
候
由
、
大
久
保
加
賀
守
殿 

 
 

當
番
本
多
弾
正
少
弼
へ
被
仰
聞
候
由
、
廻
状 

 
 

に
申
来 

 

一 

御
禮
衆
の
内
、
年
始
の
御
禮
の
分
、
先 

 
 

例
二
月
中
に
候
得
共
、
御
年
頭
を
附
け
致 

 
 

御
披
露
候
得
共
、
三
月
に
相
掛
り
候
節
は
年
頭 

 
 

を
抜
き
御
披
露
致
し
候
、
尤
兼
て
致
規
定 

 
 

候
事
故
、
申
達
候
に
不
及
候
へ
と
も
、
為
念
専 

 
 

阿
弥
迄
噺

は
な
し

置
候
趣
に
、
文
化
四
年
三
月
十
五
日 

 
 

内
藤
豊
前
守
助
番
の
手
留
に
有
之
、
ふ
と 

 
 

見
當
り
候
間
、
自
分
心
得
ま
で
と
此
処
へ 

 
 

記
置
候
事 

  
 

（
以
下
略
） 

       

阿
に 

前マ
ヱ 

田ダ 

 
 

右
は
マ
ヱ
ダ
に
可
有
之
処
、
兎
角 

 
 

マ
イ
ダ
と
唱
候
人
々
有
之
候
処 

 
 

よ
り
、
同
役
衆
の
内
不
後
生
候
儀 

 
 

有
之
候
に
付
、
前
田
大
和
守
へ
相
尋 

候
の
処
マ
ヱ
ダ
の
旨
に
付
、
為
念 

此
処
へ
掛
紙
致
置
候
事 


